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5
月
1
8
日
か
ら
22
日
ま
で
の
五
日
間
、
第
一
回
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　
区
長
か
ら
は
、
工
事
請
負
契
約
十
六
件
と
区
税
条
例
改
正
の

専
決
処
分
報
告
一
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ち
の
案
件
は
、

所鱗旦奢貝

会
の
審
議
を
経
た
後
、
22
日
の
本
会
議
で
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
22
日
は
、
議
長
辞
任
に
伴
う
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
議
員
選
出
監
査
奢
塁
名
の
選
任
同
意
、
常
任
・
特
別
委

員
会
の
正
副
委
貝
長
の
一
部
改
選
を
全
会
一
致
で
可
決
し
閉
会
し

た
。
　
　
　
　
　
1
委
員
会
構
成
な
ど
は
裏
面
に
掲
載
1

今
年
の
「
区
民
意
識
調
査
」
で
も
、
区
が
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
仕
事
の
ト
ッ
プ
は
”
下
水
道
事

業
”
（
2
7
・
3
％
）
だ
っ
た
。
区
全
域
に
一
日
も
早
く
完
成
さ
せ
る
べ
く
、
区
鶏
釜
で
は
引
き
続

き
特
別
委
員
会
を
設
け
て
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
。

欝ー

⑱
下
水
道
枝
線
工
事
請
負
契
約
　
七
件
・

○
宮
坂
一
丁
目
、
経
堂
一
丁
目
付
近
　
二
億
五
六

五
〇
万
円
　
工
期
“
留
年
3
月
3
1
日

○
羽
根
木
二
丁
目
、
松
原
一
丁
目
付
近
　
一
億
八

三
八
O
万
円
　
工
期
”
54
年
3
月
3
1
日

○
北
沢
一
丁
目
付
近
そ
の
2
　
一
億
二
九
三
〇
万

円
工
期
1
1
図
年
3
月
31
日

○
赤
堤
一
丁
目
付
近
そ
の
2
　
一
億
二
〇
五
〇
万

円
工
期
0
54
年
2
月
16
日

○
赤
堤
二
丁
目
付
近
そ
の
2
　
二
億
一
八
O
O
万

円
工
期
”
54
年
3
月
31
日

○
赤
堤
三
、
五
丁
目
付
近
　
二
億
三
一
二
〇
万
円

工
期
”
図
年
3
月
組
日

○
下
馬
五
丁
目
、
太
子
堂
二
丁
目
付
近
　
九
四
五

〇
万
円
　
工
期
U
胆
年
1
月
2
3
日

㊥
保
育
園
新
築
工
事
請
負
契
約
　
二
件

○
仮
称
松
原
北
保
育
園
（
松
原
一
丁
目
）
　
一
億

O
八
五
〇
万
円
　
工
期
”
図
年
3
月
20
日

○
仮
称
西
之
谷
保
育
園
（
北
烏
山
六
丁
目
）
　
一

億
円
　
工
期
目
5
4
年
3
月
3
1
日

㊨
小
中
学
校
校
舎
・
体
育
館
増
改
築
工

事
請
負
契
約
七
件

O
中
町
小
校
舎
増
築
　
一
億
一
一
二
〇
万
円
　
工

期
匹
舅
年
3
月
1
5
日

○
用
賀
小
校
舎
増
築
　
一
億
四
三
三
〇
万
円
　
工

期
0
5
4
年
3
月
2
0
日
　
．

○
千
歳
中
校
舎
増
築
　
一
億
〇
三
七
〇
万
円
　
工

期
1
1
図
年
3
月
10
日

○
北
沢
中
校
舎
・
体
育
館
増
改
築
　
一
億
九
九
三

〇
万
円
　
工
期
”
5
4
月
3
月
20
日

○
梅
丘
中
校
舎
・
体
育
館
増
改
築
　
二
億
九
七
七

〇
万
円
　
工
期
1
1
5
4
年
3
月
3
1
日

○
松
沢
中
校
舎
・
体
育
館
増
改
築
　
一
億
七
九
三

〇
万
円
　
工
期
”
図
年
3
月
2
0
日

紹介
ひ
ら
や
ま
は
ち
ろ
う

平
山
八
郎
議
長

　
5
0
歳
自
由
民
主
党

祖
師
谷
二
丁
目
5
－
33
1
鋤

栃
木
県
出
身
　
会
社
役
貝

区
議
三
期

元
企
画
総
務
常
任
委
貝
長

た田
中
陸
奥
副
議
長

　
47
歳
目
本
共
産
党

弦
巻
一
丁
目
2
0
1
1
7

愛
知
県
出
身

区
議
二
期
　
52
年
5
月
よ
り
副
議
長

○
尾
山
台
中
校
舎
・
体
育
館
増
改
築
　
一
億
八
一

五
〇
万
円
　
工
期
”
図
年
3
月
20
日

㊤
区
税
条
例
改
正
の
専
決
処
分
報
告

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
区
民
税
の
非
課
税

所
得
額
な
ど
を
改
め
た
。

⑪
議
長
選
挙
の
結
果

平
山
八
郎
（
自
民
）
五
一
票
、
岸
本
千
代
子

（
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
）
三
票
一
欠
席
一

名
”
で
、
平
山
議
員
が
第
3
1
代
区
議
会
議
長
に
当
選
。

㊧
議
員
選
出
監
査
委
員
の
選
任
同
意

　
高
橋
八
重
子
議
員
の
辞
任
に
伴
い
、
菅
田
昌
宏

議
員
（
自
民
）
を
選
任
。
な
お
、
大
沢
孝
明
議
員

（
公
明
）
は
引
き
続
き
委
員
を
つ
と
め
る
。

⑭
報
告
　
三
件

0
5
2
年
度
定
期
監
査
　
二
件

○
要
望
轡
の
提
出
　
一
件
（
別
掲
）

評
　
…
　
　
＝
　
　
　
轟
4
　
、
窪
　

食
品
添
加
物
「
オ
ル
ト
・
フ
ェ
ニ
ー
ル
・
フ
ェ

ノ
ー
ル
（
0
・
P
・
P
）
」
の
規
制
に
関
す
る
要

望
書食

品
添
加
物
の
指
定
に
当
っ
て
は
、
人
体
に

与
え
る
影
響
か
ら
安
全
性
の
確
認
が
必
要
だ
。

柑
橘
類
の
カ
ビ
防
止
剤
0
・
P
・
P
の
使
用
に

つ
い
て
、
食
品
衛
生
調
査
会
は
そ
の
遺
伝
毒
性

の
調
査
研
究
を
進
め
る
よ
う
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
三
諮
笏
を

　
　
　
　
搾
ー
』
％
贋

　
　
　
　
　
　
・
』
骸
諺
．

　
　
　
　
　
　
　
琴
〃
髭

　
　
　
　
　
　
・
．
㌢
鉱

国
に
お
い
て
は
、
研
究
を
一
層
推
進
し
、
当
面

国
内
産
柑
橘
類
に
O
・
P
・
P
を
使
用
さ
せ
な

い
よ
う
生
産
者
指
導
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

5
月
1
5
日
提
出
　
5
月
2
2
日
議
会
報
告

厚
生
大
臣
あ
て

○
審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

■
採
択
七
件

◇
福
祉
手
当
等
に
関
す
る
請
願

　
　
　
　
　
　
だ

◇
世
田
谷
公
園
の
砂
塵
防
止
に
関
す
る
請
願

◇
保
育
の
た
め
の
希
望
丘
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
使
用

に
つ
い
て
の
請
願

ー
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
利
用
に
つ
い
て
は
実
施
要

綱
を
整
備
し
、
運
用
の
万
全
を
期
せ
ら
れ
た
い
。

◇
新
玉
川
線
（
桜
新
町
・
用
賀
）
自
転
車
置
場
設

置
に
関
す
る
請
願

ー
関
係
機
関
の
協
力
を
仰
ぎ
願
意
に
沿
う
よ
う
努

力
さ
れ
た
い
。

◇
道
路
舗
装
及
び
排
水
溝
設
置
に
関
す
る
請
願

（
喜
多
見
一
丁
目
付
近
）

1
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
雑
誌
（
不
健
全
）
自
動
販
売
機
撤
廃
に
関
す
る

請
願

－
願
意
に
沿
う
よ
う
積
極
的
に
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
上
流
呑
川
下
水
道
工
事
並
び
に
未
着
工
地
域
下

水
道
工
事
促
進
に
関
す
る
陳
情

－
早
期
完
成
を
期
し
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ

た
い
。

■
取
下
承
認
七
件

◇
大
東
学
園
中
町
校
舎
の
環
境
保
全
に
関
す
る
請

願

◇
砧
保
健
所
跡
施
設
利
用
に
関
す
る
請
願

◇
「
こ
ど
も
の
広
場
」
を
守
り
駐
車
場
に
反
対
す

る
請
願

◇
失
対
事
業
就
労
者
乙
事
業
開
設
等
に
関
す
る
請

願◇
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

（
深
沢
五
丁
目
3
）

◇
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
伴
う
日
照
権
保
全
方
に
関

す
る
請
願
（
奥
沢
七
丁
目
19
）

◇
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
三
軒

茶
屋
二
丁
目
郡
）

O
新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

■
企
画
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
二
件

世
田
谷
区
砧
保
健
所
跡
地
利
用
に
関
す
る
陳
情

用
地
確
保
に
関
す
る
請
願
（
弦
巻
四
丁
目
3
3
番
地
）

■
環
境
衛
生
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
一
件

「
子
ど
も
の
遊
び
場
」
を
守
る
請
願

■
建
設
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
三
件

建
築
物
確
認
申
請
認
可
後
に
お
け
る
施
主
に
対
し

て
の
指
導
に
関
す
る
講
願

風
致
地
区
指
定
の
取
消
し
に
関
す
る
陳
情
（
上
野

毛
二
丁
目
6
地
域
）

失
対
事
業
就
労
者
乙
事
業
開
設
等
に
関
す
る
陳
情

■
文
教
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
一
件

世
田
谷
区
立
中
学
校
整
備
充
実
に
関
す
る
請
願



注
0
5
3
年
4
月
2
6
日
付
で
、
「
無
所
属
社
会
市
民
ク
ラ
ブ
」
は
、
「
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
」
に
会
派
名
を
変
更
。

党派別議員名簿　　難癬毅5冒蕪
繭田醗一嚇勃　一’　一一一識‘

氏　　名　1郵便番号1　　住　　　　　所　　　i電　　話

荒木義一11561桜上水一丁目1－7－102　1302－7485
石井健太郎11571砧五丁目15－23　　　　1416－0920
石橋寛祐11561桜三丁目9－2　　　　　1426－0447
五十畑孝司11561経堂一丁目11－4　　　　1429－0239
内山武次i1541上馬四丁目27－11　　　1422－1940
大高定左右11541上馬四丁目20－8　　　　1414－0622
金子静夫11541下馬三丁目28－5　　　　1421－1630
吉良孝幸11541若林五丁目8－6　　　　1413－4691
小島光一朗11551代田六丁目34－23　　　1468－1733
小山雄央11551代田六丁目17－8　　　　1榔一2δ16・42』｛08

小山菊男11571北烏山九丁目3－30　　　1300－5732
宍戸鉄男11561松原三丁目29－18　　　1325－0555
菅田昌宏11581等々力三丁目6－9　　　1704－3808
大　千代子1154r駒沢四丁目15－20　　　1421－1謝・412－8757

高橋八重子11551代沢三丁目25－4　　　　1413－5871
土橋　　賀11541太子堂二丁目7－8　　　1421－7198
内藤義雄11541世田谷一丁目23－15　　1426－5151
中村大吉I　l541下馬一丁目33－2　　　　1424－3217
浜中光揚11561船橋四丁目28－15　　　1484－3314
原　秀吉11581上野毛一丁目25－8　　　1703－2506
原田正幸11581奥沢三丁目12－7　　　　1720－2576
平山八郎11571祖師谷二丁目5－33－3051482－5700
宮田玲人r156．1羽根木二丁目5－23　　　1321－2171
山口　　昭1　158　1等々力二丁目19－120Kビル3011704－5060

山沢修白　1541桜新町一丁目14－20　　1429－5935
山科芳一1158　1瀬田四丁目10－3　　　　1700－0212

秋田貞一11541上馬五丁目13－IO－109　1424－9377
大沢孝明11551北沢二丁目40－9　　　　1469－0015
甲斐円治郎11571北鳥山一丁目52－10　　　1307－2188
久保田　望11541太子堂四丁目30－16　　　1411－2373
迫田参雄11561桜二丁目18－32　　　　1425－2265
中塚　　護11581玉川四丁目18－3　　　　1709－1909
吉本保寿11571大蔵三丁目4－25－503　　『417－3862
和田　勉11581奥沢七丁目24－20　　　　1704－3395

懸灘・
石原芳雄11581奥沢三丁目8－6　　　　　1727－0468
笹尾　　淑l　I571南烏山二丁目8－1－1012　1308－2413
田中陸奥11541弦巻一丁目20－17　　　　1429－6704
内藤邦雄11571干歳台二丁目12－24　　　1484－2772
中田史郎r1541新町二丁目32－5　　　　1428－0828
三井勝雄11561船橋五丁目17－7－108　　1303－5834
森　　　寿11541太子堂四丁目4－8　　　　1411－9494
山崎治茂11561赤堤三丁目31－15　　　　r321－0597

皿　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誤　1，
一「

　　　相沢　　要11571南烏山四丁目12－7　　　1300－7211
唐沢敏美11581奥沢三丁目27－11　　　1727－2950
斉藤国男11541池尻四丁目23－11　　　　1413－5018
佐藤正男11551北沢四丁目20－15　　　r468－2388
高橋　　忍r1581中町五丁目9－1－109　　1704－2528
谷口善志11571北鳥山三丁目21－3　　　1300－8070
森田キミ：1571上祖師谷一丁目34－13　　r300－4803
騒’　　　撚　　　　　　　　一　 輌　　　細
高木正忠1157r砧二丁目21－10－509　　1417－5220
長谷川七郎11581上用賀一丁目6－14－221　1700－9625
丸山孝夫11541太子堂三丁目18－2　　　1422－8882
　、A纏『瓢　　　　　　　　　　
岸本千代子11561宮坂一丁目20－1　　　　r426－6060
下条忠雄11571千歳台二丁目14－15　　　1482－0033
本多シズエ11571砧三丁目31－26　　　　　・415－3053

一

　
、
M
感
、

、
．！

ノ

　
　
　
　
　
　
正
副
委
員
長
が

　
　
　
　
　
　
　
一
部
か
わ
り
ま
し
た

常
任
委
員
会

甲
庭
凹
円
ー
麟

小
島
光
一
朗
（
自
民
）

＾“

企
画
総
務
委
員
会

◎
宮
田

0
高
橋

荒
木

石
橋

　
小
山

浜
中

　
山
口

玲
人
（
自
民
）

忍
（
社
会
）

義
一
（
自
民
）

寛
祐
（
自
民
）

菊
男
（
自
民
）

光
揚
（
自
民
）

昭
（
自
民
）

甲
斐
円
治
郎
（
公
明
）

盈蕪旛舗
参
雄
（
公
明
）

邦
雄
（
共
産
）

治
茂
（
共
産
）

国
男
（
社
会
）

孝
夫
（
民
社
）

本
多
シ
ズ
エ
（
無
・
麓
ク
）

区
民
厚
生
委
員
会

◎
和
田
　
　
勉
（
公
明
）

○
石
井
健
太
郎
（
自
民
）

　
吉
良
　
孝
幸
（
自
民
）

　
大
　
千
代
子
（
自
民
）

高
橋
八
重
子
（
自
民
）

下高森三秋土
条木田井田橋

賀
（
自
民
）

貞
一
（
公
明
）

勝
雄
（
共
産
）

キ
ミ
（
社
会
）

正
忠
（
民
社
）

忠
雄
（
無
・
熱
宕
）

環
境
衛
生
委
員
会

◎
中
田
　
史
郎
（
共
産
）

O
内
山
　
武
次
（
自
民
）

　
五
十
畑
孝
司
（
自
民
）

佐笹中山菅金
藤尾塚沢田子

静
夫
（
自
民
）

昌
宏
（
自
民
）

修
白
（
自
民
）

護
（
公
明
）

淑
（
共
産
）

正
男
（
社
会
）

建
設
委
員
会

◎
谷
口
　
善
志
（
社
会
）

O
中
村
　
大
吉
（
自
民
）

小
山
　
雄
央
（
自
民
）

原
　
　
秀
吉
（
自
民
）

平
山
　
八
郎
（
自
民
）

大
沢
　
孝
明
（
公
明
）

久
保
田
　
望
（
公
明
）

森
　
　
寿
（
共
産
）

唐
沢
　
敏
美
（
社
会
）

岸
本
千
代
子
（
無
・
捷
ク
）

文
教
委
員
会

◎
宍
戸
鉄
男
（
自
民
）

O
石
原
　
芳
雄
（
共
産
）

　
大
高
定
左
右
（
自
民
）

相田吉山原内
沢中本科田藤

義
雄
（
自
民
）

正
幸
（
自
民
）

芳
一
（
自
民
）

保
寿
（
公
明
）

陸
奥
（
共
産
）

要
（
．
社
会
）

長
谷
川
七
郎
（
民
社
）

交
通
対
策
委
員
会

◎
高
木
　
正
忠
（
民
社
）

O
荒
木
　
義
一
（
自
民
）

　
石
井
健
太
郎
（
自
民
）

石
橋
　
寛
祐
（
自
民
）

金
子
　
静
夫
（
自
民
）

原
　
　
秀
吉
（
自
民
）

原
田
　
正
幸
（
自
民
）

平
山
　
八
郎
（
自
民
）

山
沢
　
修
白
（
自
民
）

山
科
　
芳
一
（
自
民
）

大
沢
　
孝
明
（
公
明
）

久
保
田
　
望
（
公
明
）

迫
田
　
参
雄
（
公
明
）

石
原
　
芳
雄
（
共
産
）

中
田
　
史
郎
（
共
産
）

山
崎
　
治
茂
（
共
産
）

高
橋
　
　
忍
（
祉
会
）

谷
口
　
善
志
（
社
会
）

森
田
　
キ
ミ
（
柱
会
）

本
多
シ
ズ
エ
（
無
・
蔑
ク
）

特
別
区
制
調
査
委
員
会

◎
五
十
畑
孝
司
（
自
民
）

O
岸
本
千
代
子
（
無
・
麓
ク
）

　
大
高
定
左
右
（
自
民
）

　
小
島
光
一
朗
（
自
民
）

丸唐相三田和秋山宮菅宍小
山沢沢井中田田口田田戸山

菊
男
（
自
民
）

鉄
男
（
自
民
）

昌
宏
（
自
民
）

玲
人
（
自
民
）

昭
（
自
民
）

貞
一
（
公
明
）

勉
（
公
朋
）

陸
奥
（
共
産
）

勝
雄
（
共
産
）

要
（
社
会
）

敏
美
（
社
会
）

孝
夫
（
民
社
）

下
水
道
促
進
委
員
会

◎
大
　
千
代
子
（
自
民
）

○
中
塚
　
　
護
（
公
明
）

内
山
　
武
次
（
自
民
）

吉
良
　
孝
幸
（
自
民
）

小
山
　
雄
央
（
自
民
）

高
橋
八
重
子
（
自
民
）

浜中内土
中村藤橋

賀
（
自
民
）

義
雄
（
自
民
）

大
吉
（
自
民
）

光
揚
（
自
民
）

甲
斐
円
治
郎
（
公
明
）

佐斉森内笹吉
藤藤　 藤尾本

保
寿
（
公
明
）

淑
（
共
産
）

邦
雄
（
共
産
）

寿
（
共
産
）

国
男
（
社
会
）

正
男
（
社
会
）

長
谷
川
七
郎
（
民
拉
）

下
条
　
忠
雄
（
無
・
麓
ク
）

◎
口
委
員
長

　
顧
副
委
員
長

文
・
桜
井
正
信

絵
・
阿
伊
染
徳
美

「
し
ょ
ん
べ
ん

地
蔵
は

子
ど
も
と
遊
ぶ
」

「
わ
あ
ー
い
。
わ
あ
ー
い
…
」
と
、

村
の
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
も
集
ま

　
　
　
な
　
じ

ノ嵩
、
｝
鳩
　
　
虐
緊
蕊
護

〃
㍊
”
　
　
，
」
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

麗

羅
底
、
窪

⑳

っ
て
獲
ぶ
片
山
の
里
は
ず
れ
に
、
村
の
地
蔵
さ

ん
が
杷
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
深
沢
村
と
新
町
村
の
境
の
守
り
仏
な
の
で
す
。

そ
こ
は
、
赤
マ
ツ
林
の
わ
か
さ
れ
道
で
、
太
い

幹
の
根
も
と
に
よ
り
そ
う
よ
う
に
、
地
蔵
さ
ん

は
童
顔
の
仏
の
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
地
蔵
さ
ん
が
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
ど
う
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

と
か
雨
が
ふ
ら
な
い
の
に
、
い
つ
み
て
も
濡
れ

て
い
る
の
で
す
。
深
沢
村
で
も
新
町
村
で
も
、

村
び
と
た
ち
が
、
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
も
の

だ
と
だ
れ
も
が
話
し
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
地
蔵
さ
ん
が
、
秋
の
長
雨
を
教
え
て
い
る
ん

だ
」
と
、
も
の
し
り
顔
で
い
う
ひ
と
も
い
ま
し

た
。

　
村
の
大
工
浅
見
善
吉
が
、
新
町
村
の
親
類
か

ら
の
帰
り
み
ち
、
地
蔵
さ
ん
に
頭
を
下
げ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ず
く

る
と
、
晴
れ
て
い
る
の
に
マ
ツ
の
幹
か
ら
雫
と

霧
雨
が
ふ
っ
て
く
る
の
で
す
。
地
蔵
さ
ん
め
が

け
て
、
村
の
子
ど
も
た
ち
が
マ
ツ
の
木
の
上
か

蜂’闘

ら
し
ょ
ん
べ
ん
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　
善
吉
じ
い
さ
ん
は
、
家
に
帰
る
と
さ
っ
そ
く

大
工
道
貝
を
そ
ろ
え
、
地
蔵
さ
ん
を
か
こ
う
小

屋
を
つ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
が
い
た
ず
ら
し
な

い
よ
う
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
善
吉
じ
い
さ
ん
が
小
屋
を
つ
く

っ
た
そ
の
夜
、
た
い
へ
ん
熱
が
で
て
う
な
さ
れ

ま
し
た
。
あ
け
が
た
に
な
っ
て
、
善
吉
じ
い
さ

ん
の
枕
も
と
で
さ
さ
や
く
声
が
す
る
の
で
す
。

地
蔵
さ
ん
の
上
品
な
声
で
し
た
。
「
せ
っ
か
く
だ

が
、
小
屋
を
と
っ
て
く
れ
な
い
か
。
子
ど
も
の

し
ょ
ん
べ
ん
は
水
と
お
ん
な
じ
だ
。
地
蔵
さ
ん

は
子
ど
も
の
味
方
な
ん
だ
」
と
い
う
の
で
す
。

　
善
吉
じ
い
さ
ん
は
、
地
蔵
さ
ん
の
い
う
と
お

り
に
小
屋
を
こ
わ
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
地
蔵

さ
ん
は
「
し
ょ
ん
べ
ん
地
蔵
」
と
い
わ
れ
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
身
が
わ
り
に
な
っ
て
村
を

守
り
ま
し
た
。

㍗
事
一
ノ

、
識
γ
ぎ

　
　
　
　
　
　

墨

本
会
議
傍
聴
に
ど
う
ぞ
！

　
6
月
19
日
と
2
0
日
、
2
6
日
に
、
第
二
回
定
例
会

本
会
議
が
開
催
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
傍
聴
席
は
九
十
席
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
議
員

を
知
ら
な
い
方
で
も
、
区
議
会
事
務
局
に
O
連
絡

く
だ
さ
れ
ば
、
当
日
傍
聴
券
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
請
願
な
ど
の
お
問
合
せ
も
、
区
議
会
事

務
局
姐
一
二
一
、
内
線
謝
～
鵬
ま
で
ど
う
ぞ
。

前
号
の
訂
正

　
4
ぺ
ー
ジ
の
議
員
の
電
話
番
号
変
更
で
、
局
番

が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま

す
。
（
上
記
の
名
簿
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

○
今
年
2
月
に
行
な
っ
た
「
区
民
意
識
調
査
」
の
中
で
、

”
区
議
会
に
つ
い
て
”
み
な
さ
ん
に
お
た
ず
ね
し
て
み

ま
し
た
。

○
そ
の
結
果
、
「
区
議
会
の
動
き
を
何
で
知
り
ま
す
か
」

と
の
質
問
に
、
『
区
議
会
だ
よ
り
』
1
1
6
4
％
、
新
聞
・
テ

レ
ビ
等
1
1
1
7
％
、
知
ら
な
い
一
16
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

O
ま
た
、
「
本
紙
を
読
ん
で
い
ま
す
か
」
と
の
問
に
は
、

い
つ
も
読
む
H
10
％
、
ザ
ッ
と
読
む
。
興
味
あ
る
と
こ

ろ
だ
け
読
む
目
綿
％
で
、
読
ん
で
い
な
い
・
あ
ま
り
読

ま
な
い
人
は
30
％
で
し
た
。

〇
一
方
、
関
心
の
あ
る
記
事
と
し
て
は
、
「
み
な
さ
ん
か

ら
出
さ
れ
た
請
願
」
が
50
％
と
断
然
多
く
、
次
い
で
各

党
の
態
度
（
13
％
）
、
審
議
活
動
や
決
議
（
n
％
）
、
議

員
と
区
の
や
り
と
り
（
7
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
現
議
員
の
任
期
も
あ
と
一
年
で
す
。
各
会
派
か
ら
の

新
し
い
編
築
委
員
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
み
な
さ
ん
の
声

を
よ
く
お
聞
き
し
て
、
よ
り
よ
い
編
築
に
一
段
と
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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